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１．御前山ダム周辺に山桜植栽 

4 月 14 日（火）、御前山小６年生 ３１名、

先生３名、県北農林事務所から２名、市役所か

ら２名、ボランティア２５名でヤマザクラ計１

８０本程度を植栽しました。 

 小雨もぱらつきましたがなんとか天気ももち、

生徒たちはヤマザクラに自分のネームプレート

を取り付けると、自分だけのヤマザ

クラになったかのように愛着がわい

たようでした。 

 雨がぱらついているのも忘れて熱

心に、丁寧に植栽しました。 

山桜の植栽は御前山ダムが完成

し、ダム湖が姿をあらわした頃、湖

に映える日本一の山桜の郷を作ろう

と地元の取り組みとして始まりまし

た。東日本大震災直後の平成 23 年の

春から、小学校 6年生の卒業記念を

兼ねて実施されてきており、毎年

200 本近く植栽し、今年で千本近く

植えたことになります。 
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山桜植栽後に集合 

4月 15 日 朝日新聞 

皆で一緒に頑張りました！ 
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２．平成 27 年第１回御前山ビオトープ育成活動 

例年は 6月に草刈を行うことが多

かったのですが、ビオトープの状況

をみると、今年はかなり野草の成長

が早く、移植種のために早めに実施

しようということになり、急きょで

はありましたが5月29日(金)に実施

することにしました。 

当日は連日猛暑にもかかわらず、

一転して雨天も心配されましたが、

午前中は何とか持ちそうな気配でし

た。御前山小学校の 5年生達 25 名が

バスと途中から徒歩で、9 時半前に

ビオトープに到着しました。早速藤田先生の「自然観察会」が

始まりました。 

一方、大人の方は定刻にＮＰＯ、事業所などの関係者が約 25

名、地元関係者も約 25 名が集合し、区長挨拶や作業打ち合わせ

を行いました。 

地元関係者は当日かなり早く集合時間前から、山桜植栽地の

草刈やビオトープの草抜き作業を進めていました。 

今回は、大きく 3班に分かれての作業となりました。 

まず、昨年チロル式に改修した取水口の根固め工事です。昨

年の設置工事で取水機能としては極めて良好な結果を発揮して

いますが、時間切れで設置しただけの状態でした。これから梅

雨や台風の時期となるため洪水に耐える構造としなければなり

ません。機械の侵入が困難な場所であることから、昨年に続き

全て人力施工で、一輪車の上で生コンの手練りをして施工しま

した。河床も周辺の転石を積み上げ何とか完成しました。典型

的な土木の重労働

でご苦労様でした。 

次は林間のフ

タバアオイとイヌ

ショウマの世話ですが、今年は元気そのもので手間は必

要ない状態ではありましたが、密植で閉塞しないように

周辺の草抜きと間引き移植を一部実施しました。 

最後は、皆で湿地の草抜きと刈り払い機を使用しての

周辺草刈です。 

午前中には順調に作業が進展し見通しがたちました。

最後に子供達と一緒に「クリンソウ」の植栽を行いまし

た。 

5 月 31 日 朝日新聞 

5月 31 日 朝日新聞 

子供達と一緒に 

クリンソウの植栽 

取水口の根固工 

林間の手入れ 


